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　今から約７１０年前に、通行するのが難しかった笠神龍頭の瀬の１０ヵ所あまりを工事して、船が

通れるようにしました。この工事は難工事であり、この成功を記念して、大きな岩に工事の経緯を

刻みました。これが笠神の文字岩です。中世に工事をして船を通れるようにしたということで、河

川交通では最古の記録であり、大変貴重なものです。現在は、新成羽川ダムに水没していますが、

県道沿いに原寸大のレプリカが展示されています。
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・高梁市備中町平川地内
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